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高齢者における自由選択気流速度と身体反応について

　　　奈良女大家政　○久保博子　梁瀬度子　磯田憲生

住　居 209

目的＝室内の暑熱環境下における高齢者の好まれる気流速度と，皮膚温の変化などからみ

た体温調節反応について実験的検討を行い，青年女子による実験結果０と比較検討した。

方法:実験は大学内人工気候室に,気流速度の調節|可能な送風装置を被験者の前面0.811の

位置に設置して行った。実験条件は気温26 "C, 28 "C, 30 tおよび32 ℃の4 Wi階。相対湿度

50％で一定とし，気流速度は被験者自身か快適な環境と感じるように随時自由に選択させ

た。被験者は身体的に特に支障無く日常生活を送っている70才前後の女性11名（平均71.5

才）を採用し，夏服（0.36～0.66clo相当）If用. 椅座安静状態で入室60分後より60分間

調節した気流に暴露した。生理的反応として，皮膚温14点を８秒間隔で，体重，心拍数・

血圧等を30分間隔で測定した。心理的反応として，温冷感（9段階）.快適ma段階）等の申

告を10分間隔で受けた。実験は1987年９月上旬に実施した。

結果万:万得られたデータを先に行っ万た青年女子による結果０と比較すると，概ね次のような

ことかいえる。高齢者群の選択した気流速度は，気温が高い程速く, 気温2 "Cの上昇に対

して0.4～0.6皿/S速く，青年群との間に大きな差は認められなかった。躯幹部の皮膚温は

気流に暴露されても両群ともほとんど変化しないが，末梢部では気流暴露により青年群は

最初の10分程低下しその後ほぼ安定するのに対し，高齢者群は10分後以降も低下し続け，

この傾向は気温が低い程顕著であった。一方，主観的申告は両群で差がないことから，高

齢者では末梢部皮膚温の環境温への対応が遅れるなど，体温調I節反応の衰えか認められる

うえに，主観的反応とは対応しがたいことが明らかとなった。
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＜目的＞住居室内での放射熱に注目し，今回は床からの冷放射熱の影響と接触する部位の
姿勢の影響を検討し，人体に及ぼす生理的・心理的影響を明らかにする目的で，立位（立

つ姿勢）･ （椅子座）椅子に座る姿勢･ （床座）床に座る姿勢での比較実験を行った。

＜方法＞実験は奈良女子大学家政学部恒温室に冷温水循環パネル(3.5inx4.5m）を設置し，

パネルにカーペットを敷き，その上に被験者を３種類の姿勢で暴露した。床は設定水温の

冷水を作り，パネルに流して実験室の表面を冷却した。設定条件は気温27℃･ 30tの２段

階，水温20t ・25°Cの2 段階，相対湿度bG％で一定とし，気流は0.15iii/s &.下の静穏気流

とした。被験者は健康な青年女子4～5名を採用し，夏服着用（0.3clo相当）,装着後安静
状態で30分保ち，実験室で60分間暴露した。生理的K応として皮膚温9点・直腸温を連続

測定した。心理的反応として温冷感・快適感等の申告を10分間隔で受けた。同時に心拍数

・体重減少量も測定した。実験は1988年10月～11月にかけて実施した。

＜結果＞①平均皮膚温は立位・椅子座・床座とも気温が低く，水温が低いほど低くなって

いる。姿勢による差は立位・椅子座・床座の順に高くなり，姿勢による差が認められる。

②温冷感は気温271では水温20t ・25t とも３姿勢とも涼しい側の申告となり姿勢による

違いは認められない。気温30tでは水温20℃・251とも温かい側の申告となり気温の影響
が大きい。③快適感は立位では気温27°C一水温25℃(十0.3 ),気温30℃一水温25℃（十0.

4 ),椅子座では気温30t一水温20℃（十〇.6 ）,気温3o℃一水温25t （十〇｡4 ）,床座では気

温3or一水温20 rの時に快適側の申告となっている。


